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河川事業関係
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唐
原

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

整
備

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
１

と
う

ば
る

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

・
か

わ
ま

ち
づ

く
り

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

山
国

川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

配
置

図

ヘ
リ
ポ
ー
ト

水
防

セ
ン

タ
ー

(上
毛

町
設

置
)

備
蓄

資
材

置
場

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

主
な

整
備

メ
ニ

ュ
ー

事
業

主
体

整
備

内
容

（役
割

分
担

）

国
交

省
盛

土
造

成
、

緊
急

復
旧

用
資

材
の

備
蓄

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

等

上
毛

町
水

防
セ

ン
タ

ー
の

設
置

中
津

市

吉
富

町

上
毛

町

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

中
津

市
耶

馬
渓

町
多

志
田

(平
成
24

年
7月

九
州

北
部

豪
雨
)

■
山
国
川
で
は
、
平
成
２
４
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
で
家
屋
等
の
浸
水
被
害
が
発
生
。
洪
水
時
の
水
防
活
動
を
行
う
上
で
必
要
な
土
砂
な
ど

の
緊
急
用
資
材
を
事
前
に
備
蓄
し
、
資
材
の
搬
出
入
等
の
作
業
面
積
を
確
保
す
る
た
め
に
「
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
整
備
を
、
上
毛

町
と
連
携
し
実
施
。

■
「
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
山
国
川
流
域
や
他
流
域
に
お
い
て
甚
大
な
浸
水
被
害
等
が
発
生
し
た
際
に
、
迅
速

な
復
旧
活
動
や
広
域
支
援
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
「
山
国
川
下
流
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
も
連
携
を
図
る
。

新
規

事
業
費
：
5
1
0
百
万
円

※
山

国
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
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■
船
小
屋
地
区
水
辺
整
備
事
業

○
近

年
、

矢
部

川
流

域
で

は
、

県
営

筑
後

広
域

公
園

（
整

備
中

）
や

九
州

新
幹

線
新

船
小

屋
駅

の
開

設
、

川
の

駅
船

小
屋

恋
ぼ

た
る

の
オ

ー
プ

ン
な

ど
観

光
振

興
の

気
運

が
高

ま
っ

て
い

る
。

一
方

、
か

つ
て

水
浴

場
と

し
て

賑
わ

っ
て

い
た

船
小

屋
地

区
（
筑

後
市

・
み

や
ま

市
）
の

水
辺

は
賑

わ
い

が
失

わ
れ

て
い

る
。

○
矢

部
川

で
は

「
船

小
屋

地
区

か
わ

ま
ち

づ
く
り

」
が

登
録

さ
れ

て
お

り
、

水
辺

整
備

に
よ

り
、

ま
ち

と
矢

部
川

が
一

体
と

な
っ

た
空

間
形

成
を

行
い

、
船

小
屋

地
区

全
体

の
水

辺
の

賑
わ

い
を

創
出

を
目

指
す

。
国

土
交

通
省

に
お

い
て

、
河

川
利

用
上

の
安

全
性

を
高

め
る

た
め

、
高

水
敷

整
正

等
の

整
備

を
実

施
。

矢
部

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
２

隣
接

す
る

筑
後

広
域

公
園

等
の

周
辺

施
設

と
一

体
と

な
っ

た
賑

わ
い

の
あ

る
水

辺
空

間
が

創
出

さ
れ

、
観

光
振

興
と

地
域

の
活

性
化

が
図

ら
れ

る
。

県
営

筑
後

広
域

公
園

事
業
の
効
果

船
小

屋
地

区
の

か
つ

て
の

賑
わ

い
(昭

和
3
0
年

頃
)

事
業

箇
所

矢
部

川

位
置

図

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
高

水
敷

整
正

、
坂

路
等

坂
路

親
水

護
岸

管
理

用
通

路

親
水

護
岸

高
水

敷
整

正

堤
防

緩
傾

斜
化

凡
例 整
備

内
容

（
国

）

既
存

施
設

ト
イ

レ
・
ベ

ン
チ

・
照

明

ト
イ

レ
・
ベ

ン
チ

・
照

明

至
・
長

田
鉱

泉
場

管
理

用
通

路

九
州

新
幹

線
筑

後
船

小
屋

駅

ス
ロ

ー
プ

H
A

W
K

S
ベ

ー
ス

ボ
ー

ル
パ

ー
ク

筑
後

筑
後

市

み
や

ま
市

中
ノ

島
公

園

船
小

屋
温

泉

川
の

駅
船

小
屋

恋
ぼ

た
る

九
州

芸
文

館
公

園
の

宿

事
業

概
要

実
証

実
験

（
R1

.9
.2
9）

実
証

実
験

（
R1

.1
2.
21

）

平
成

3
0
年

度
か

ら
筑

後
市

・
み

や
ま

市
の

か
わ

ま
ち

実
行

委
員

等
が

企
画

し
た

賑
わ

い
づ

く
り

の
実

証
実

験
を

行
っ

て
い

る
。

（
令

和
元

年
度

は
２

回
実

施
）

事
業
費
：
１
９
７
百
万
円

継
続
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■
筑
後
川
水
系
桂
川
・
荷
原
川
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
（
朝
倉
市
）

○
平
成
２
９
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
桂
川
流
域
に
お
い
て
床
上
浸
水
３
６
１
戸
、
床
下
浸
水
４
３
５
戸
の
甚
大
な
浸
水
被
害
が

発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
に
よ
り
、
河
道
掘
削
、
築
堤
等
を
緊
急
的
に
実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の

向
上
を
図
る
。

筑
後

川
水

系
桂

川
・
荷

原
川

河
川

災
害

復
旧

等
関

連
緊

急
事

業
【
補

助
】

河
川

－
３

位
置
図

筑
後

川
水

系
桂

川

復
緊

区
間

桂 川

筑
後

川
①

桂
川

の
被

害
状

況

（
H

2
9
.7

出
水

）

復
緊

区
間

被
害

状
況 浸

水
面

積

床
上

床
下

合
計

（
h
a
）

平
成

2
4
年

3
9

1
2

3
2
3

平
成

2
9
年

3
6
1

4
3
5

7
9
6

1
0
9
8

浸
水

戸
数

（
戸

）

標
準

横
断

図

河
道

掘
削

護
岸

▽
H

.W
.L

護
岸

事
業
効

果

※
県

単
独

事
業

と
の

連
携

に
よ

り
、

浸
水

被
害

を
解

消
す

る

か
つ

ら
が

わ
い

な
い

ば
る

が
わ

ち
く
ご

が
わ

令
和

２
年

度
実

施

河
道

掘
削

、
橋

梁
架

替
等

事
業
費
：
1
0
,
4
0
0
百
万
円

継
続
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赤
谷

川

乙
石

川

■
筑

後
川

水
系

赤
谷

川
特

定
緊

急
砂

防
事

業
（
朝

倉
市

）
○

平
成

２
９

年
７

月
の

九
州

北
部

豪
雨

を
踏

ま
え

、
土

砂
災

害
に

よ
る

被
害

を
防

止
・
軽

減
す

る
た

め
に

筑
後

川
水

系
赤

谷
川

に
お

い
て

緊
急

か
つ

集
中

的
に

砂
防

堰
堤

等
の

整
備

を
実

施
。

河
川

－
３

筑
後

川
水

系
赤

谷
川

特
定

緊
急

砂
防

事
業

ち
く

ご
が

わ

あ
さ

く
ら

し

あ
か

た
に

が
わ

崩
壊
箇
所

集
中

豪
雨

よ
る

流
木

災
害

（
平

成
2
9
年

7
月

）

乙
石

川

乙
石

川
上

流
斜

面
崩

壊
状

況
乙

石
川

流
木

被
害

発
生

状
況

集
中

豪
雨

よ
る

土
砂

災
害

（
平

成
2
9
年

7
月

）

筑
後

川

赤
谷

川

令
和

２
年

度
整

備
箇

所

小
河

内
川

汐
井

谷
川

乙
石

川
赤

谷
川

山
腹

崩
壊

・
被

災
状

況

位
置

図
筑

後
川

水
系

赤
谷

川
特

定
緊

急
砂

防
事

業

福
岡

県

大
分

県

熊
本

県

佐
賀

県

筑 後 川

流
木

捕
捉

効
果

の
高

い
透

過
型

砂
防

堰
堤

イ
メ

ー
ジ

継
続

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

等
事

業
費

：
４

，
０

０
０

百
万

円
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■
東
与
賀
海
岸
大
規
模
海
岸
保
全
施
設
改
良
事
業
（
佐
賀
市
）

○
老

朽
化

し
た

東
与

賀
排

水
機

場
の
背
後
地
は
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が
り
、
満
潮
時
に
は
自
然
排
水
が
困
難
な
低
平
地
の
た
め
、
機
器
が

故
障
し
た
場
合
、
広
範
囲
で
浸
水
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
あ
る
。

設
備

更
新

を
計

画
的

・
集

中
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
防

護
機

能
を

確
保

し
、

早
期

に
地

域
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

東
与

賀
海

岸
大

規
模

海
岸

保
全

施
設

改
良

事
業

【
補

助
】

河
川

－
５

ひ
が

し
よ

か

位
置
図

東
与

賀
海

岸
（
東

与
賀

排
水

機
場

）

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
湿

地
（
東

よ
か

干
潟

）

東
与

賀
排

水
機

場

干
潟

よ
か

公
園

－
4
.
6
0

停
止

水
位

－
0.

60
始

動
水

位
－

0.
10

＋
1
.
7
0

＋
1
.5

0

－
3
.
30

－
3
.
0
0

＋
6
.6

0

GL
+2

.5
0

－
0.

80
－

1
.
2
0

－
0.

80

重
油

槽

ス
ク

リ
ー

ン
・

除
塵

機

ク
レ

ー
ン

設
備

減
速

機
デ

ィ
ー

ゼ
ル

エ
ン

ジ
ン

主
ポ

ン
プ

2
号

主
ポ

ン
プ

1
号

主
ポ

ン
プ

傾
斜

コ
ン

ベ
ア

水
平

コ
ン

ベ
アス
ク

リ
ー

ン
・

除
塵

機

ホ
ッ

パ

東
与

賀
海

岸
周

辺
の

状
況

東
与

賀
排

水
機

場
施

設
全

景
東

与
賀

排
水

機
場

施
設

内
部

状
況

東
与

賀
排

水
機

場
施

設
更

新
箇

所

事
業
費
：
1
4
0
百
万
円

新
規
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■
令
和
元
年
８
月
豪
雨
で
は
、
六
角
川
水
系
牛
津
川
で
観
測
史
上
最
高
水
位
を
記
録
し
、
堤
防
か
ら
の
越
水
、
支
川
や
水
路
か
ら
の
氾
濫
に

よ
り
、
六
角
川
水
系
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

■
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
六
角
川
水
系
に
お
い
て
浸
水
被
害
軽
減
を
図
る
。

六
角

川
水

系
六

角
川

・
牛

津
川

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
６

写
真

①
牛

津
川

越
水

状
況

写
真

②
小

城
市

街
地

浸
水

状
況

写
真

③
大

町
町

被
害

状
況

河
道

掘
削

、
橋

梁
改

築
等

遊
水

地

排
水

機
場

新
設

排
水

ポ
ン

プ
増

強

河
道

掘
削

、
橋

梁
改

築
等

分
水

路
等

の
水

位
を

低
減

さ
せ

る
対

策

写
真

②
→

六
角

川
洪

水
調

整
池

(事
業

中
)

牟
田

辺
遊

水
地

(既
設

)

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

（
国

）
河

川
激

甚
災

害
対

策
特

別
緊

急
事

業
（
県

）

※
国

交
省

・
佐

賀
県

調
べ

（
令

和
元

年
９

月
３

０
日

時
点

）

令
和

元
年
8月

洪
水

家 屋

床
上

浸
水

1,
13

2戸

床
下

浸
水

1,
80

4戸

合
計

2,
93

6戸

浸
水

面
積

約
6,

90
0h

a

ろ
っ

か
く

う
し

づ

事
業
費
：
6
,
2
0
0
百
万
円
（
直
轄
）

←
写

真
④

写
真

④
武

雄
市

被
害

状
況

事
業
費
：
6
1
5
百
万
円
（
補
助
）

六
角

川
水

系
武

雄
川

・
広

田
川

・
山

犬
原

川
河

川
激

甚
災

害
対

策
特

別
緊

急
事

業
【
補

助
】

た
け

お
ひ

ろ
た

や
ま

い
ぬ

ば
る

ろ
っ

か
く

ろ
っ

か
く

継
続
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城
原

川
ダ

ム
建

設
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
７

■
令

和
２

年
度

実
施

内
容

用
地

調
査

、
工

事
用

道
路

工
事

、
付

替
道

路
の

調
査

・
設

計
等

■
事

業
概

要
○

場
所

佐
賀

県
神

埼
市

（
筑

後
川

水
系

城
原

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
○

諸
元

堤
高

：
約

6
0
m

 
総

貯
水

容
量

：
約

3
,5

5
0
千

m
3

○
経

緯
昭

和
5
4
年

度
実

施
計

画
調

査
着

手
平

成
3
0
年

度
建

設
事

業
着

手
○

事
業

効
果

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
を

行
い

、
城

原
川

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
軽

減
を

図
る

洪
水

調
節

専
用

の
ダ

ム

城
原
川
ダ
ム
完
成
イ
メ
ー
ジ

位
置

図

城
原
川

か
ん

ざ
き

し
ち

く
ご

が
わ

じ
ょ

う
ば

る
が

わ

城
原

川
ダ

ム

福
岡

県

佐
賀

県

有

明

嘉
瀬

川

筑
後
川

城
原
川

事
業
費
：
7
7
9
百
万
円

継
続

8



■
江
ノ
浦
川
水
系
江
ノ
浦
川
大
規
模
特
定
河
川
事
業
（
諫
早
市
）

○
江
ノ
浦
川
水
系
江
ノ
浦
川
は
昭
和
５
７
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
床
上
浸
水
４
８
０
戸
、
浸
水
面
積
１
０
５
㏊
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
こ
の
た
め
、
大
規
模
特
定
河
川
事
業
に
よ
り
、
河
川
改
修
を
集
中
的
に
実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

江
ノ

浦
川

水
系

江
ノ

浦
川

大
規

模
特

定
河

川
事

業
【
補

助
】

河
川

－
８

位
置
図

平
面
図

浸
水
戸
数

昭
和

57
年

床
下
48
0戸

浸
水
面
積
10
5h
a

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

597

1100

1
.
1
7

4
.
0
6

4
.
6
6

4
.
6
9
(
1
/
8
2
0
堤

防
高

）

施
工

基
面

▽
-
2
.
6
7

施
工

基
面

▽
-
3
.
0
0

え
の

う
ら

が
わ

え
の

う
ら

が
わ

令
和

２
年

度
実

施

護
岸

工
、

用
地

補
償

等

事
業
費
：
2
8
2
百
万
円

新
規

9



雲
仙

直
轄

砂
防

事
業

う
ん

ぜ
ん

砂
防
管
理
範
囲

移
動

・
水
無
川
上
流
堰
堤
群

〔
お
し
が
谷
１
号
床
固
補
強

（
令
和
2
年
度
完
成
予
定
）
〕

■
雲
仙
・
普
賢
岳
は
、
平
成
２
年
１
１
月
に
噴
火
活
動
を
再
開
し
、
噴
火
に
伴
う
火
砕
流
や
土
石
流
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
。
現
在

で
も
大
量
に
土
砂
が
堆
積
し
、
毎
年
の
よ
う
に
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
頂
付
近
に
は
溶
岩
ド
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
岩

塊
群
が
形
成
さ
れ
、
崩
落
等
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
依
然
と
し
て
警
戒
区
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

■
こ
の
た
め
、
砂
防
設
備
の
整
備
や
除
石
等
は
、
無
人
化
施
工
に
よ
る
高
度
な
技
術
を
用
い
て
、
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

令
和
２
年
度

事
業
費
（
砂
防
事
業
費
）
：
５
７
０
百
万
円

事
業
費
（
砂
防
管
理
費
）
：
６
４
０
百
万
円

※
令

和
2
年

度
よ
り
雲

仙
・
普

賢
岳

直
轄

砂
防

管
理

に
着

手

令
和
２
年
度
実
施
箇
所

令
和
２
年
度
砂
防
管
理
実
施
箇
所

河
川

－
９

完
成

10



本
明

川
ダ

ム
建

設
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

０

■
事

業
概

要
○

場
所

長
崎

県
諫

早
市

（
本

明
川

水
系

本
明

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

○
諸

元
堤

高
：
約

5
5
.5

ｍ
総

貯
水

容
量

：
約

6
,2

0
0
千

m
3

○
経

緯
平

成
2
年

度
実

施
計

画
調

査
着

手
平

成
6
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

本
明

川
ダ

ム
下

流
域

の
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

下
流

河
川

の
環

境
を

維
持

す
る

た
め

の
水

量
を

確
保

し
渇

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
と

渇
水

被
害

の
軽

減
を

図
る

ダ
ム

本
明

川

長
崎

県

本
明

川
ダ

ム

佐
賀

県

位
置

図

本
明

川
ダ

ム
完

成
イ

メ
ー

ジ

■
令

和
２

年
度

実
施

内
容

付
替

道
路

工
事

、
用

地
補

償
、

本
体

関
連

の
調

査
・
測

量
・
設

計
等

基
礎

地
盤

E
L
.約

96
.0

m

最
低

水
位

E
L
.約

1
17

.0
m

平
常

時
最

高
貯

水
位

E
L
.約

1
33

.5
m

洪
水

時
最

高
水

位
E
L
.約

14
8
.0

m

堆
砂

容
量

4
00

,0
00

m
3

利
水

容
量

2
,0

00
,0

0
0
m

3

洪
水

調
節

容
量

3
,8

0
0
,0

0
0
m

3

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
2
,0

0
0,

0
0
0m

3

有
効

貯
水

容
量

5
,8

0
0
,0

0
0m

3

総
貯

水
容

量
6,

2
0
0,

0
0
0m

3

諸
元

い
さ

は
や

し
ほ

ん
み

ょ
う

が
わ

事
業
費
：
3
,
7
7
8
百
万
円

継
続

11



■
緑
川
水
系
潤
川
大
規
模
特
定
河
川
事
業
（
熊
本
市
、
宇
土
市
）

○
緑
川
水
系
潤
川
は
宇
土
市
と
熊
本
市
に
ま
た
が
り
、
宅
地
化
や
急
激
な
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
宇
土
駅
周
辺
の
商
業
地
の
増
加

な
ど
再
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
頻
発
す
る
浸
水
被
害
の
解
消
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
規
模
特
定
河
川
事
業
に
よ
り
、
河
川

改
修
を
集
中
的
に
実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

緑
川

水
系

潤
川

大
規

模
特

定
河

川
事

業
【
補

助
】

河
川

－
１

１

位
置
図

被
害

状
況

熊
本

市
工

区
宇

土
市

工
区

【
凡

例
】

R
1
当

初
ま

で
R
2
当

初
R
3
以

降

平
面
図

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

被
害
状
況

う
る

ご
が

わ
み

ど
り

か
わ

令
和

２
年

度
実

施

河
道

掘
削

、
築

堤
等

事
業
費
：
3
6
2
百
万
円

新
規

12



■
菊
池

地
区

水
辺

整
備

事
業

○
菊
池
川
水
系
迫
間
川
は
、
身
近
な
水
遊
び
の
場
と
し
て
古
く
か
ら
菊
池
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
川
で
、
菊
池
一
族
ゆ
か

り
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
あ
り
、
菊
池
川
流
域
の
日
本
遺
産
認
定
（
H
2
9
.
4
）
を
契
機
に
観
光
振

興
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

○
平

成
3
1
年

3
月

に
「
菊

池
市

か
わ

ま
ち
づ
く
り
」
が

登
録

さ
れ

て
お
り
、
迫

間
川

を
軸

と
し
た
地

域
の

交
流

や
活

性
化

、
川

遊
び
等

の
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
拠
点
創
出
を
目
指
す
。
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
河
川
利
用
上
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
管
理
用
通
路
、
高

水
敷
整
正
等
の
整
備
を
実
施
。

菊
池

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
【
直

轄
】

河
川
－
１
２

御
所
通
り

（
景
観
形
成
重
点
地
区
）

令
和
２
年
度

実
施
内
容
：
測
量

設
計
等

御
所

通
り

菊
池
川

キ
ッ
ズ

探
検

隊
か

わ
ま

ち
歩
き

（
フ

ッ
ト
パ

ス
）

R
1.
10
.1
4

R
1.
8.
3

事
業
箇
所

事
業
箇

所

事
業
費
：
２
２
百
万
円

新
規

13



■
坂

本
地

区
水

辺
整

備
事

業
○

球
磨

川
で

は
「
坂

本
地

区
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
が

登
録

さ
れ

て
い

る
。

○
坂

本
地

区
で

は
、

荒
瀬

ダ
ム

撤
去

に
伴

う
球

磨
川

を
活

か
し

た
新

た
な

観
光

資
源

の
開

発
な

ど
を

行
っ

て
お

り
、

河
川

管
理

上
の

安
全

安
心

に
係

わ
る

河
川

管
理

施
設

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
が

集
い

地
域

の
交

流
を

促
進

す
る

た
め

の
拠

点
整

備
等

を
行

う
。

球
磨

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
１

３

令
和

２
年

度
実

施
内

容

護
岸
工
、
坂
路
等

球
磨

川
流

域

事
業

箇
所

階
段

工

管
理

用
通

路
工

護
岸

工

イ
ベ

ン
ト

交
流

施
設

(市
整

備
)

道
の

駅
さ

か
も

と

坂
路

工

坂
路

工

管
理

用
通

路
工

階
段

工

「
食

処
さ

か
も

と
鮎

や
な

」
オ

ー
プ

ン
セ

レ
モ

ニ
ー

（
H

3
0
.7

月
）

坂
本

地
区

整
備

イ
メ

ー
ジ

（
下

流
側

）
坂

本
地

区
整

備
イ

メ
ー

ジ
（
上

流
側

）

鮎
や

な
設

置
状

況

水
遊

び
交

流
イ

ベ
ン

ト

広
域

交
流

セ
ン

タ
ー

さ
か

も
と

館
（
道

の
駅

さ
か

も
と

）

球
磨

川

道
の

駅坂
本

地
区

（
下

流
側

）

坂
本

地
区

（
上

流
側

）

イ
ベ

ン
ト

交
流

施
設

事
業
費
：
１
１
６
百
万
円

※
水
系
全
体
を
記
載

継
続
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立
野

ダ
ム

建
設

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
１

４

■
令

和
２

年
度

実
施

内
容

本
体

工
事

、
工

事
用

道
路

工
事

等

平
成

２
年

７
月

洪
水

昭
和

５
５

年
８

月
洪

水 阿
蘇

長
陽

大
橋

共
用

済
み

八
代

海

球
磨

川

立
野

ダ
ム

白
川

緑
川

熊
本

県

立
野

ダ
ム

完
成

イ
メ

ー
ジ

白
川

位
置

図

■
事

業
概

要
○

場
所

（
右

岸
）
熊

本
県

阿
蘇

郡
南

阿
蘇

村

（
左

岸
）

〃
菊

池
郡

大
津

町
（
白

川
水

系
白

川
）

○
目

的
洪

水
調

節

○
諸

元
堤

高
：
約

9
0
m

総
貯

水
容

量
：
約

1
0
,0

0
0
千

m
3

○
経

緯
昭

和
5
4
年

度
実

施
計

画
調

査
着

手
昭

和
5
8
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

立
野

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪
水
被
害
軽
減
を
図
る
洪
水
調
節
専
用
の
ダ
ム

２
５

０

２
１

０

２
０

０

１
９

０

２
４

０

２
３

０

２
２

０

２
９

０

２
８

０

２
７

０

２
６

０

３
０

０

標
高

　
（

ｍ
）

基
礎

岩
盤

標
高

1
9
5
.
0
m

堤
　

頂
　

長
　

約
2
0
0
m

減
勢

工
水

叩
き

 
標

高
2
0
0
.
0
m

１
８

０

１
９

０

２
１

０

２
０

０

２
２

０

２
３

０

２
４

０

２
５

０

２
６

０

２
７

０

２
８

０

２
９

０

標
高

　
（

ｍ
）

サ
ー

チ
ャ

ー
ジ

水
位

標
高

2
7
6
.
0
m

ダ
ム

軸

ダ
ム

天
端

　
標

高
2
8
2
.
0
m
　

基
礎

岩
盤

標
高

1
9
5
.
0
m

約
2
0
0
m

ダ
ム

下
流

面
図

標
準

断
面

図

あ
そ

ぐ
ん

み
な

み
あ

そ
む

ら

き
く
ち

ぐ
ん

お
お

づ
ま

ち
し

ら
か

わ

事
業
費
：
9
,
6
4
2
百
万
円

継
続

15



■
阿

蘇
山

直
轄

砂
防

事
業

（
阿

蘇
市

、
南

阿
蘇

村
）

○
平

成
２

８
年

熊
本

地
震

と
そ

の
後

の
降

雨
を

踏
ま

え
、

土
砂

災
害

に
よ

る
被

害
を

防
止

・
軽

減
す

る
た

め
、

阿
蘇

山
（
阿

蘇
カ

ル
デ

ラ
内

）
に

お
い

て
、

砂
防

堰
堤

等
の

整
備

を
実

施
。

河
川

－
１

５
阿

蘇
山

直
轄

砂
防

事
業

あ
そ

さ
ん

あ
そ

し
み

な
み

あ
そ

む
ら

凡
例 市

町
村

界

主
要

河
道

事
業

区
域

花
原

川
１

か
ば

る
か

わ

東
下

田
川

２
ひ

が
し

し
も

だ
か

わ

白
川

土
石

流
発

生
状

況

地
震

後
の

土
砂

の
流

出
状

況

H
28

.4
.2

9撮
影 保

全
対

象

保
全

対
象

湯
浦

川

白
川

国
道

32
5号

H
28

.8
.6

撮
影

令
和

２
年

度
整

備
箇

所

上
の

小
屋

川
２

う
え

の
こ

や
か

わ

四
ツ

江
川

よ
つ

え
か

わ

盤
名

木
川

は
ん

な
ぎ

か
わ

夜
峰

山
よ

み
ね

や
ま

西
湯

浦
川

１
に

し
ゆ

の
う

ら
か

わ

西
小

園
川

３
に

し
こ

ぞ
の

か
わ

西
湯

浦
川

１
東

下
田

川
２

南
阿

蘇
鉄

道

三
王

谷
川

２
さ

ん
お

う
だ

に

西
平
川

１
に

し
ひ

ら
が

わ

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

等
事

業
費

：
２

，
３

５
５

百
万

円

継
続
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■
当
該
地
区
で
は
平
成
５
、
１
６
、
１
７
、
２
３
、
２
４
、
２
９
年
と
度
重
な
る
水
害
を
受
け
て
お
り
、
大
分
県
が
実
施
し
て
い
る
宮
谷
川

の
河
川
改
修
事
業
と
連
携
し
て
宮
谷
排
水
樋
門
の
改
築
を
実
施
し
て
い
る
。

■
令
和
２
年
度
に
既
設
樋
門
を
撤
去
す
る
こ
と
で
国
で
実
施
し
て
い
る
樋
門
改
築
が
完
了
す
る
。

宮
谷

内
水

対
策

事
業

（
宮

河
内

地
区

）
【
直

轄
】

河
川

－
１

６

位
置

図

事
業

実
施

個
所

10
k

宮
谷

樋
門

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
既

設
樋

門
撤

去

み
や

た
に

み
や

か
わ

う
ち

【
工

事
状

況
R
2
. 
2
】

新
設

撤
去

河
道

切
替

（
大

分
県

）

既
設

樋
門

事
業
費
：
３
１
８
百
万
円

※
大

野
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

完
成

17



■
津
久
見
川
水
系
津
久
見
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
津
久
見
市
）

○
平
成
２
９
年
９
月
の
台
風
１
９
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
津
久
見
川
流
域
で
は
床
上
浸
水
５
７
５
戸
、
床
下
浸
水
４
１
２
戸
の
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
よ
り
、
河
道
掘
削
、
橋
梁
改
築
等
を
緊
急
的
に
実
施
し
、
早
期
に
治

水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

津
久

見
川

水
系

津
久

見
川

河
川

激
甚

災
害

対
策

特
別

緊
急

事
業

【
補

助
】

河
川

－
１

７

位
置
図

津
久

見
川

水
系

津
久

見
川

①
冠

水
し

た
津

久
見

市
街

地
②

冠
水

し
た

津
久

見
市

役
所

③
津

久
見

川
の

は
ん

濫
状

況

平
面

図

浸
水

戸
数

（
戸

）

床
上

床
下

計

H
29

.9
.1

7
出

水
57

5
41

2
98

7

浸
水

家
屋

を
す

べ
て

解
消

床
下

41
2戸

0戸

被
害
状
況

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

つ
く
み

が
わ

つ
く
み

が
わ

令
和

２
年

度
実

施

河
道

掘
削

、
橋

梁
架

替
等

事
業
費
：
1
,
8
0
0
百
万
円

継
続
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竹
田

水
害

緊
急

治
水

ダ
ム

建
設

事
業

（
玉

来
ダ

ム
）
【
補

助
】

河
川

－
１

８

■
事

業
概

要

○
場

所
（
右

岸
）
大

分
県

竹
田

市
志

土
知

（
左

岸
）
大

分
県

竹
田

市
川

床
（
大

野
川

水
系

玉
来

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
（
玉

来
川

の
洪

水
被

害
軽

減
）

○
諸

元
堤

高
；
約

5
2
ｍ

総
貯

水
容

量
；
約

4
,0

9
0
千

m
3

○
経

緯
平

成
3
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

玉
来

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
軽

減
を

図
る

洪
水

調
節

専
用

の
ダ

ム

■
令

和
２

年
度

本
体

工
事

等

堆
砂

容
量

9
0
,0

0
0
m

3

洪水調節容量
4,000,000m3

総貯水容量
4,090,000m3

ダム高= 52 m

《
玉

来
ダ

ム
標

準
断

面
図

》

《
ダ

ム
下

流
面

図
》

堤
頂

長
=
約

1
4
5
m

《
玉

来
ダ

ム
完

成
イ

メ
ー

ジ
》

た
け

た
し

し
と

ち

か
わ

と
こ

位
置

図

玉
来

ダ
ム

令
和

2
年

度
に

実
施

す
る

工
事

箇
所

（
R

2
.1

撮
影

）

た
ま

ら
い

事
業
費
(
共
同
費
)
：
3
,
5
8
8
百
万
円

た
け

だ
す

い
が

い
き

ん
き

ゅ
う

ち
す

い

継
続
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■
小
丸
川
で
は
平
成
1
7
年
9
月
洪
水
、
平
成
3
0
年
9
月
洪
水
に
お
い
て
、
宮
越
地
区
で
床
上
・
床
下
の
浸
水
被
害
が
発
生
。
国
・
県
・
町
で
は
、

相
互
に
連
携
し
『
小
丸
川
宮
越
地
区
総
合
内
水
対
策
計
画
検
討
会
』
を
設
置
。
総
合
内
水
対
策
を
策
定
し
、
総
合
的
な
内
水
被
害
の
浸
水
軽

減
を
図
る
。

■
宮
越
排
水
機
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
平
成
1
7
年
9
月
洪
水
、
平
成
3
0
年
9
月
洪
水
に
お
い
て
、
床
上
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
。

宮
越

地
区

総
合

内
水

対
策

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
１

９
み

や
ご

え

近
年

出
水

名
床

上
浸

水
（
戸

）
床

下
浸

水
（
戸

）
浸

水
面

積
（
ha

）

H
17
.9

（
台

風
14

号
）

24
14
6

32
.1

H
30
.9

（
台

風
24

号
）

3
16

13
.5

◎
県

立
高

鍋
高

校

平
成

1
7
年

9
月

台
風

1
4
号

浸
水

状
況

小
丸

川
右

岸
（
2
k0

0
0
）

平
成

3
0
年

9
月

台
風

2
4
号

浸
水

状
況

小
丸

川
右

岸
（
2
k4

0
0
）

H
17

.9
浸

水
実

績

H
30

.9
浸

水
実

績

◎
宮

崎
県

高
鍋

総
合

庁
舎

宮
越

樋
管

中
州

樋
管

【
町

】
町

道
嵩

上
げ

・
内

水
拡

散
防

止
災

害
危

険
区

域
指

定
・
住

ま
い

方
工

夫

【
国

】
宮

越
排

水
機

場
（
増

強
）

排
水

量
：
3
.9

0
m

3
/
sへ

増
強

P

主
な

浸
水

被
害

軽
減

の
メ

ニ
ュ

ー

事
業

主
体

概
ね

５
年

間
の

計
画

国
交

省
3
.
9
0
m
3
/
s

増
強

高
鍋

町
町

道
嵩

上
げ

延
長
約

1
0
0
m

災
害

危
険

区
域

指
定

国
、

県
、

町
総

合
内

水
対

策
計
画

に
基

づ
く

ソ
フ
ト

対
策

の
実

施
（

防
災

教
育

、
分
か

り
や

す
い

情
報
発

信
等

）

事
業
費
：
3
5
5
百
万
円

※
小

丸
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

新
規
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■
都
城
市
街
部
で
は
、
近
年
に
お
い
て
も
氾
濫
危
険
水
位
を
超
過
す
る
洪
水
（
H
1
7
,
H
2
3
,
H
2
8
,
H
3
0
,
R
1
）
に
よ
り
度
々
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

■
大
岩
田
遊
水
地
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
洪
水
時
の
河
道
流
量
を
低
減
し
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

大
岩

田
遊

水
地

整
備

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
２

０

宮
崎

県

鹿
児

島
県

熊
本

県

大
淀

川

本
庄

川

位
置

図

改
修

箇
所

事
業

箇
所

大
岩

田
遊

水
地

整
備

予
定

地

令
和

元
年

７
月

都
城

市
浸

水
状

況
写

真
令

和
２

年
度

実
施

内
容

：
用

地
調

査
等

直
轄

管
理

区
間

上
流

端

お
お

い
わ

だ

み
や

こ
の

じ
ょ

う

事
業
費
：
1
,
6
3
3
百
万
円

※
大

淀
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

新
規

21



津
屋

原
沼

津
波

・
高

潮
対

策
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
２

１

津
屋

原
沼

日
向

灘

宮
崎

空
港

堤
防

整
備

凡
例

：
浸

水
想

定
範

囲

宮
崎

県

鹿
児

島
県

熊
本

県

大
淀

川

本
庄

川

位
置

図

事
業

箇
所

■
八
重
川
は
宮
崎
市
街
部
に
位
置
し
、
周
辺
に
は
空
港
、
大
学
、
病
院
に
商
業
施
設
が
密
集
し
て
い
る
区
域
で
あ
り
、
氾
濫
等
が
発
生
し
た

場
合
に
は
そ
の
被
害
は
甚
大
で
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■
宮
崎
市
街
部
で
唯
一
の
無
堤
区
間
で
あ
る
八
重
川
と
津
屋
原
沼
の
合
流
点
に
お
い
て
堤
防
整
備
を
整
備
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に
堤
防

整
備
等
を
行
う
こ
と
で
一
連
区
間
が
完
了
す
る
。

つ
や

ば
る

ぬ
ま

や
え

が
わ

現
地

施
工

状
況

事
業
費
：
1
,
6
3
3
百
万
円

※
大

淀
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

完
成
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岩
瀬

ダ
ム

既
設

放
流

設
備

岩
瀬

ダ
ム

既
設

放
流

設
備

放
流

設
備

増
設

※
容

量
振

替
分

に
対

応

岩
瀬

ダ
ム

再
生

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
２

２

岩
瀬

ダ
ム

岩
瀬

川
放

流
設

備
増

設

岩
瀬

ダ
ム

再
生

事
業

イ
メ

ー
ジ

■
事

業
概

要
○

場
所

宮
崎

県
都

城
市

、
小

林
市

（
大

淀
川

水
系

岩
瀬

川
）

○
目

的
洪

水
調

節

○
諸

元
発

電
容

量
を

治
水

容
量

へ
振

替
、

放
流

設
備

の
増

設

○
経

緯
令

和
元

年
度

実
施

計
画

調
査

着
手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

機
能

の
増

強
を

行
い

、
岩

瀬
ダ

ム
下

流
域

の
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

。
◆

既
存

施
設

の
機

能
向

上
を

行
う

ダ
ム

位
置

図

日 向 灘

岩
瀬

ダ
ム

常
時
満
水
位

N
W
L
.
1
2
0
.
0
0

常
時
満
水
位

N
W
L
.
1
2
0
.
0
0

発
電
容

量
 
2
,
2
9
0
万
m3

発
電
容

量
 
2
,
2
9
0
万
m3

洪
水
調

節
容

量
5
,
0
0
0
万
m3

洪
水
調

節
容

量
5
,
0
0
0
万
m3

（
＋

1
,
5
0
0
万

m3
）

（
＋

1
,
5
0
0
万

m3
）

死
水
容

量
 
9
0
0
万
m3

死
水
容

量
 
9
0
0
万
m3

堆
砂
容

量
7
0
0
万

m3
堆

砂
容

量
7
0
0
万

m3
堆
砂

容
量

7
0
0
万
m3

堆
砂

容
量

7
0
0
万
m3

サ
ー
チ

ャ
ー
ジ
水
位

S
W
L
.
1
2
5
.
0
0

ダ
ム
天
端
高

E
L
(
+
)
1
2
6
.
5
0

非
洪

水
期

（
1
0
/
1
～

7
/
1
0
）

洪
水

期
（
7
/
1
1
～

9
/
3
0
）

非
洪

水
期

（
1
0
/
1
～

7
/
1
0
）

洪
水

期
（
7
/
1
1
～

9
/
3
0
）

現
行

再
生

後

▽
E
L
.7

1.
50▽
E
L
.1

01
.0

0
▽

E
L
.1

01
.0

0

容
量

振
替

に
伴

い
低

い
位

置
で

の
放

流
が

可
能

な
放

流
設

備
を

増
設

ゲ
ー

ト
敷

高
▽

E
L
.1

09
.2

5
発

電
容
量

 
6
0
0
万

m
3

発
電

容
量

 
6
0
0
万

m
3

発
電

容
量
 
2
,
2
9
0
万

m3
発

電
容

量
 
2
,
2
9
0
万

m3

洪
水
調

節
容
量

3
,
5
0
0
万
m3

洪
水
調

節
容
量

3
,
5
0
0
万
m3

死
水

容
量

 
9
0
0
万
m
3

死
水

容
量

 
9
0
0
万
m
3

死
水

容
量

 
9
0
0
万

m
3

死
水

容
量

 
9
0
0
万

m
3

堆
砂

容
量

7
0
0
万
m
3

堆
砂

容
量

7
0
0
万
m
3

堆
砂

容
量

7
0
0
万
m
3

堆
砂

容
量

7
0
0
万
m
3

サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
水

位
S
W
L
.
1
2
5
.
0
0

常
時
満

水
位

N
W
L
.
1
2
0
.
0
0

常
時
満

水
位

N
W
L
.
1
2
0
.
0
0

ダ
ム
天

端
高

E
L
(
+
)
1
2
6
.
5
0

▽
E
L
.7

1.
50

▽
E
L
.1

1
3
.0

0
ゲ

ー
ト

敷
高

▽
E
L
.1

09
.2

5

▽
E
L
.1

01
.0

0

▽
E
L
.1

09
.0

0
▽

E
L
.1

09
.0

0

放
流

設
備

増
設

現
行

再
生

後

既
設

放
流

設
備

既
設

の
岩

瀬
ダ

ム
（
宮

崎
県

管
理

）
の

発
電

容
量

及
び

死
水

容
量

を
洪

水
調

節
容

量
に

振
り

替
る

こ
と

で
、

現
況

の
洪

水
調

節
容

量
を

約
3
,5

0
0
万

m
3
か

ら
約

5
,0

0
0
万

m
3
に

増
大

さ
せ

る
と

と
も

に
、

放
流

設
備

の
増

設
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

治
水

機
能

向
上

を
図

る
。

■
令

和
２

年
度

実
施

内
容

地
質

調
査

、
増

設
放

流
設

備
構

造
検

討
等

み
や

こ
の

じ
ょ

う
し

こ
ば

や
し

し
お

お
よ

ど
が

わ

事
業
費
：
4
0
0
百
万
円

継
続
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■
宮
崎
海
岸
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
（
宮
崎
市
）

○
宮

崎
海

岸
は

約
５
０
年

間
で
平

均
約

６
５
ｍ
（
最

大
９
４
ｍ
）
の

砂
浜

が
侵

食
さ
れ

、
一

ツ
葉

有
料

道
路

目
前

ま
で
浜

崖
が

迫
っ
て
お
り
、
人

家
や

重
要
幹
線
道
路
へ
の
越
波
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
甚
大
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
波
浪
に
よ
る
侵
食
防
止
対
策
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を
実
施
。

河
川
－
２
３

宮
崎
海
岸
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

※
養

浜
：

海
岸

に
人

工
的

に
砂

を
投
入

し
、

砂
浜

を
養
う

こ
と

。

み
や

ざ
き

し

一
ツ
葉

Ｐ
Ａ

シ
ー
ガ
イ
ア
ＩＣ一 ツ 葉 有 料 道 路

ひ
と
つ
ば

令
和

元
年

度
迄

令
和

２
年

度

令
和

３
年

度
以

降

養
浜
※

よ
う
ひ
ん

み
や

ざ
き

か
い

が
ん

レレ
スス
トト
ハハ
ウウ
スス

  

昭
和
６
０
年
撮
影
 

成
２
０
年
撮
影
 

砂砂
浜浜
がが
消消
失失

  

レレ
スス
トト
ハハ
ウウ
スス

  

平
成

２
０

年
撮

影

長
期
的

な
地

形
変

化

約
4
0m

昭
和

６
０

年
撮

影

継
続

令
和
２
年
度

実
施
内
容
：
養
浜

等
事
業
費
：
５
０
４
百
万
円
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【
継

続
】
天

辰
第

二
地

区
ま

ち
づ

く
り

一
体

型
引

堤
事

業
・
天

辰
第

二
地

区
引

堤
防

（
国

）
L=

1.
3k

m
・
区

画
整

理
事

業
（
市

）
・
都

市
計

画
道

路
（
市

）

【
完

成
】
大

小
路

地
区

ま
ち

づ
く
り

一
体

型
引

堤
事

業
・
大

小
路

地
区

引
堤

防
（
国

）
L=

1.
5k

m
・
都

市
計

画
道

路
（
市

）

川
内

川

天
辰

第
一

地
区

大
小

路
地

区
ま

ち
づ

く
り

一
体

型
引

堤
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
２

４

薩
摩

川
内

市
の

都
市

計
画

道
路

（中
郷

五
代

線
）と

連
携

し
、

引
堤

を
実

施
。

旧
堤

築
堤

（
引

堤
）

背
後

の
都

市
計

画
道

路
事

業
と

の
連

携

大
小

路
地

区
引

堤
イ

メ
ー

ジ
断

面
図

都
市

計
画

道
路

（市
）

新
し
い

湧
水

町

さ
つ

ま
町

薩
摩

川
内

市

え
び

の
市

←
川

内
川

川
内

川
水

系
位

置
図

伊
佐

市

位
置

図

鹿
児

島
県

宮
崎

県

事
業

箇
所

完
成

■
川
内
川
流
域
の
下
流
部
に
位
置
す
る
薩
摩
川
内
市
は
、
昭
和
４
０
年
代
の
洪
水
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
過
去
か
ら
薩
摩
川
内
市
の

土
地
区
画
整
理
事
業
と
一
体
と
な
っ
た
引
堤
等
の
整
備
を
実
施
。

■
大
小
路
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
２
３
年
度
よ
り
引
堤
に
着
手
し
、
令
和
２
年
度
に
旧
堤
撤
去
を
行
う
こ
と
で
流
下
能
力
向
上
対
策
の
一

連
工
事
が
完
了
す
る
。

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
旧

堤
撤

去
等

お
お

し
ょ

う
じ

お
お

し
ょ

う
じ

事
業
費
：
6
,
7
5
8
百
万
円

※
川

内
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
２

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
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そ
ぎ

た
き

曽
木

の
滝

地
区

さ
つ

ま
町

（
湯

田
）
地

区

薩
摩

川
内

市
街

部
地

区

川
内

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
【
直

轄
】

そ
ぎ

た
き

■
薩

摩
川

内
市

街
部

地
区

、
さ

つ
ま

町
（
湯

田
）
地

区
、

曽
木

の
滝

地
区

水
辺

整
備

事
業

い
さ

（
鹿

児
島

県
薩

摩
川

内
市

、
さ

つ
ま

町
、

伊
佐

市
）

○
川
内
川
流
域
は
、
上
流
域
か
ら
、
え
び
の
市
の
ク
ル
ソ
ン
峡
、
湧
水
町
の
阿
波
渓
谷
、
伊
佐
市
の
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
る
曽

木
の
滝
、
さ
つ
ま
町
の
轟
の
瀬
、
薩
摩
川
内
市
の
長
崎
堤
防
が
あ
る
広
大
な
河
口
な
ど
、
地
域
毎
に
素
晴
ら
し
い
河
川
景
観
を
有
し
て

い
る
と
と
も
に
、
鮎
や
ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
良
好
な
河
川
環
境
の
ほ
か
、
温
泉
地
な
ど
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
が
数
多
く
存
在
す
る
。

地
域
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
・
場
の
特
徴
を
活
か
し
た
、
地
域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
流
域
の
５
市
町
が
連
携
・
協
働
し
、
九
州
で
初
と
な
る
、
「
水
系
一
体
で
の
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
が
登
録
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
河
川
利
用
上
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
高
水
敷
整
正
等
の
整
備
を
実
施
。

位
置

図

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
管

理
用

通
路

、
高

水
敷

整
正

、
階

段
護

岸
等

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

事
業

箇
所

あ
ば

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

河
川

－
２

５

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

薩
摩

川
内

市
街

部
地

区
さ

つ
ま

町
（
湯

田
）
地

区

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

そ
ぎ

た
き

曽
木

の
滝

地
区

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

い
さ

事
業
費
：
１
９
２
百
万
円

※
水
系
全
体
を
記
載

継
続
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■
新
川
水
系
新
川
大
規
模
特
定
河
川
事
業
（
鹿
児
島
市
）

○
新

川
水

系
新

川
は

、
鹿

児
島

市
内

の
住

宅
密

集
地

を
流

下
し

て
お

り
、

Ｊ
Ｒ

橋
な

ど
が

支
障

と
な

っ
て

平
成

７
年

や
平

成
１

５
年

豪
雨

に
よ

る
洪

水
等

で
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
。

こ
の

た
め

大
規

模
特

定
河

川
事

業
に

よ
り

、
Ｊ
Ｒ

橋
の

架
替

を
集

中
的

に
実

施
し

、
治

水
安

全
度

の
向

上
を

図
る

。

新
川

水
系

新
川

大
規

模
特

定
河

川
事

業
【
補

助
】

河
川

－
２

６

位
置

図

JR
橋

市
道
橋

令
和
２
年
度
実
施

JR
橋
架
替

事
業

区
間

平
面
図

浸
水
戸
数

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

事
業

効
果 H5
.8
.6
出
水

対
策
後

床
上 0戸

床
下 0戸

浸
水

解
消

１
３

７
９

戸
の

浸
水

被
害

解
消

合
計

１
３

７
９

戸

し
ん

か
わ

し
ん

か
わ

事
業
費
：
53
4百

万
円

継
続
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■
桜

島
直

轄
火

山
砂

防
事

業
（
鹿

児
島

市
）

○
桜

島
は

、
活

発
な

噴
火

活
動

が
継

続
し

て
お

り
、

多
量

の
降

灰
に

よ
り

降
雨

時
に

土
石

流
が

頻
発

。
土

石
流

に
よ

る
被

害
を

防
止

す
る

た
め

長
谷

川
等

に
お

い
て

砂
防

施
設

を
整

備
。

○
土

石
流

が
頻

発
し

て
い

る
２

渓
流

（
野

尻
川

、
黒

神
川

）
に

つ
い

て
は

、
砂

防
設

備
の

適
正

な
管

理
・
維

持
の

た
め

除
石

等
を

実
施

。

河
川

－
２

７
桜

島
直

轄
砂

防
事

業
さ

く
ら

じ
ま

か
ご

し
ま

し

野
尻

川

黒
神
川

北
岳

南
岳

昭
和

火
口

警
戒
区
域

（
半

径
２

ｋ
ｍ

）

の
じ

り
が

わ

く
ろ

か
み

が
わ

令
和

２
年

度
整

備
箇

所

令
和

２
年

度
除

石
等

実
施

箇
所

野
尻

川

野
尻

橋
（
国

道
２

２
４

号
）

長
谷

川
は

せ
が

わ

春
松

川
は

る
ま

つ
が

わ

持
木

川
も

ち
き

が
わ

第
一
古
里
川

だ
い

い
ち

ふ
る

さ
と

が
わ

長
谷

川

県
道

２
６

号 渓
流

保
全

工

長
谷

川
遊

砂
地

工

野
尻

川
の

除
石

状
況

長
谷

川
の

砂
防

設
備

状
況

令
和

２
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

、
渓

流
保

全
工

等
事

業
費

（
砂

防
事

業
費

）
：
１

，
２

６
３

百
万

円
事

業
費

（
砂

防
管

理
費

）
：
８

４
６

百
万

円

継
続
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